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1は じ め に

昭和50年ころから,水田に隣接する圃場のキュウリ等の

葉の周縁部に,原因不明の枯凋症状の発生が見られるよう

になった。その後の調査等からこの枯凋症状は,水日に使

用された除草剤の一部の成分が気化し,こ れが水田周辺の

圃場に漂流し作物に障害を発生させる,いわゆる揮散害に

よるものと考えられている。

この揮散害を試験的に確める方法として,モデル試験装

置が浜田うによって既に報告されているが ,著者らも,水

稲育薔用緑化台車を利用しての揮散害再現装置を考案した

ので報告する。

2 揮散害再現装置の仕様

著者らの考案した揮散害再現装置の仕様は次のとおりで

ある。
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図 1 揮散害再現装置

ll)水稲育苗用緑化台車を厚さ005卿の農業用ポリエチ

レンフィルムで覆い,その中に除草剤を溶解させる水を入

れたバット(長さ34切 ×幅25m× 深さ4“ ,水深 3m)と ,

揮散害の発生程度を調べるプランター (長さ63 5cP.× 幅23

c・ ×深さ18m)に植えた検定植物を置く(検定植物は, 1

プランターに 2種類,各 2株ずつ移植する )。 この装置全

体をファイロンハウス内に設置し,台車内が高温になるの

をできるだけ防ぐために,台車の上部を黒色不織布で覆う

ものである (図 1)。

2)バ ットに台車の底面積 (278π ×072π■200″ )

に相当する量の除草剤を溶解させ,この装置内で 7日 程度

処理後検定植物を戸外に移す。その後症状の変化を経時的

に調査することにより,水田用除草剤の揮散害発生程度を

確認することが可能である。
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図 2 水稲育苗用緑化台車内の温度変化 (昭和62年 )
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3 揮散害再現結果

この装置内の昭和醗年 7月 2日～ 8日 までの間の温度変

化は図 2のとおりである。 7日間の平均気温を見ると,外

気温が最高262℃ ,最低 16.3℃の場合,フ ァイロンハウス

内では最高36.4℃ ,最低22.9℃であった。同様に緑化台車

内では最高39.7℃ ,最低239℃ とかなり高温,多湿となる

ため,検定植物は徒長や蔓化が非常に多くなった。

なお,この装置で再現された揮散害の症状
2)は ,程度の

差はあるものの現地で発生 している症状に類似し,ま た浜

田の方法によるものともほぼ同じ傾向である。
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日 3 水田用除草剤による揮散害のモデル試験装置 (浜田 1987)

注 側面 :ベニヤ板 入口,出口 :開放 幅 :50c8
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